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モニタリング調査結果の見方（解説資料） 

 
 六甲砂防事務所では森づくり活動地の生物多様性を把握することなどを目的に以下の３

つの調査を行っています。 
       1.植生調査     2.哺乳類調査     3.蝶類調査 
 
1.植生調査について                             

調査方法 

○ 活動地に 10×10m の調査区を設け（調査範囲の 4隅には「環境調査」と書かれた赤い

プラスチック杭をうっています。）、階層ごとに占める植物の割合を算出しました。 

○ 調査区の中に出現する植物の種類をすべてリストアップしました。 
 

調査結果の見方 

①各層における出現状況（森のバランス） 

○ 調査区内の落葉樹と常緑樹の割合を模式的に示したものです。 

○ この図から、森の状態を推測することができます。 
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高木層

低木層

草本層

亜高木層

縦軸は
それぞ
れの層
の高さ
を示し
ます 

横軸はそれぞれの層が調査区域内に占める平面
的な広がりを示します 

： 落葉樹

： 常緑樹

： その他

資料２

六甲山系グリーンベルト

森づくり講習会（第 7回） 
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植栽直後 

植栽後数年 

10年以上経過 

常緑樹の多い森 目指すべき森 

伐採直後のた

め、高木もな

く、苗木が低木

として確認で

きる程度です 

苗木が成長し、

徐々に低木と

高木層の葉の

占める割合（植

被率）が高くな

ってきます。 

一見すると自

然の森とわか

らない外観と

なりますが、高

木層の占める

割合がまだ低

い。 

樹木を残して植栽した場合も似た形状を示します 

ﾆｾｱｶｼｱやﾈｻﾞｻの群落跡に植栽する場合は、この形状となることが多い 

低木層に常緑樹が多いため、薄暗く、草本層が少ない状態で

す。常緑樹の割合を低減させる必要があります。 
落葉樹が高木層を形成し、常緑樹の占める割合が小さいた

め、明るい森になっています。 

活動の段階と調査結果（例） 

植 栽 

※皆さんの活動地のデータで確認点・不明点等あれば、事務局にまでお問合せください。 

： 落葉樹

： 常緑樹

： その他

： 落葉樹

： 常緑樹

： その他

： 落葉樹

： 常緑樹

： その他
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②植物相リスト 

○ 調査区に出現する植物種を個体数の多少に関わらず、すべて記載しました。 

○ 昨年度と今年度（ともに 6月）の調査結果です。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

植物の正式名です 

確認できた年に 
○をつけています 

貴重種（いわゆるﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀ
ﾌﾞｯｸ掲載種）に該当する種
に○をつけています 

区分 科名 種名 H23 H24 環境省
ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ
2007

兵庫県
ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ
2010

神戸版
ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀ
ﾌﾞｯｸ2010

離弁花類 ﾌﾞﾅ ｸﾇｷﾞ ○ ○
ｱﾗｶｼ ○ ○
ｺﾅﾗ ○ ○
ｱﾍﾞﾏｷ ○ ○

ﾆﾚ ﾑｸﾉｷ ○
ﾀﾃﾞ ｲﾀﾄﾞﾘ ○
ﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ ﾖｳｼｭﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ ○ ○
ﾋﾕ ﾋﾅﾀｲﾉｺｽﾞﾁ ○
ｸｽﾉｷ ｶｺﾞﾉｷ ○ ○

ｸｽﾉｷ ○ ○
ﾔﾌﾞﾆｯｹｲ ○
ｼﾛﾀﾞﾓ ○ ○

ﾊﾞﾗ ﾔﾏｻﾞｸﾗ ○ ○
ｶｽﾐｻﾞｸﾗ ○ ○
ｸｻｲﾁｺﾞ ○ ○

ﾏﾒ ﾊﾘｴﾝｼﾞｭ ○ ○
ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ ｱｶﾒｶﾞｼﾜ ○ ○
ﾐｶﾝ ｲﾇｻﾞﾝｼｮｳ ○
ｳﾙｼ ﾇﾙﾃﾞ ○
ﾓﾁﾉｷ ﾓﾁﾉｷ ○ ○
ﾌﾞﾄﾞｳ ﾂﾀ ○ ○

合弁花類 ｱｶﾈ ﾔｲﾄﾊﾞﾅ ○
ﾅｽ ﾋﾖﾄﾞﾘｼﾞｮｳｺﾞ ○ ○
ｽｲｶｽﾞﾗ ｺﾊﾞﾉｶﾞﾏｽﾞﾐ ○ ○
ｷｸ ｺｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ ○ ○

ｵｵｱﾚﾁﾉｷﾞｸ ○ ○
ﾋﾖﾄﾞﾘﾊﾞﾅ ○ ○ C(2倍体)
ﾁﾁｺｸﾞｻﾓﾄﾞｷ ○ ○
ｱｷﾉﾉｹﾞｼ ○
ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ ○
ﾉｹﾞｼ ○
ﾔｸｼｿｳ ○ ○

単子葉 ﾔﾏﾉｲﾓ ｶｴﾃﾞﾄﾞｺﾛ ○
植物 ﾂﾕｸｻ ﾂﾕｸｻ ○

ｲﾈ ｹﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ ○
ﾈｻﾞｻ ○ ○
ﾅｷﾞﾅﾀｶﾞﾔ ○

ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ ｽｹﾞ属の一種 ○
21科 38種 37種 24種 0種 0種 1種0種
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２.哺乳類調査について                             

調査方法 

○ 活動地内を調査員が踏査し、痕跡（フィールドサイン）から生息の有無を確認しました。 
   
 
 
 
 
 
イノシシ（ヌタ場）       イノシシ（土耕跡）        ノウサギ（食痕） 

 
                         
   
 
 
 
リス科（食痕）          モグラ属（坑道）           イタチ属（糞） 

 

 
 
    
 
 
アライグマ（足跡）       タヌキ（糞）           ネズミ科（食痕） 

今回の調査で確認できたフィールドサインの一例 

調査結果の見方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

37の活動地で確認できたものをすべ
て掲載しています。痕跡から種まで

特定できないものは○○の一種とい

った表現にしています 

確認できた調査時期
に○をつけています 

貴重種（いわゆるﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀ
ﾌﾞｯｸ掲載種）等に該当する
種に○をつけています 

 

春 秋 春 秋
ﾓｸﾞﾗ ﾓｸﾞﾗ ﾓｸﾞﾗ属の一種
ｳｻｷﾞ ｳｻｷﾞ ﾉｳｻｷﾞ ○ ○
ﾈｽﾞﾐ ﾘｽ ﾘｽ科の一種

ﾈｽﾞﾐ ﾈｽﾞﾐ科の一種
ﾈｺ ｱﾗｲｸﾞﾏ ｱﾗｲｸﾞﾏ 特定外来生物

ｲﾇ ﾀﾇｷ
ｲﾀﾁ ﾃﾝ 調

ｲﾀﾁ属の一種
ｳｼ ｲﾉｼｼ ｲﾉｼｼ ○ ○ ○

8科 9種 2種 2種 1種 0種 0種 2種

区分 科名 種名  神戸版
RDB2010

 ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ
2007

 兵庫県
RDB2003

H23 H24
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３.蝶類調査について                           

調査方法 

○ 活動地内を調査員が踏査し、ルートの前方 5m と上空 5m、および左右目測 5m 計 10m

幅内のチョウを確認しました。 

 
 
 
調査結果の見方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

チョウの主な生息環境 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

アカタテハ スジグロシロチョウ チャバネセセリ
イチモンジチョウ ツマグロヒョウモン ヒメウラナミジャノメ
イチモンジセセリ ベニシジミ ツマキチョウ
キアゲハ アサギマダラ ミドリヒョウモン
ジヤコウアゲハ コジャノメ
キタテハ ジャノメチョウ
ウラギンシジミ ツバメシジミ
モンキチョウ トラフシジミ
モンシロチョウ ルリシジミ
ウラナミシジミ ルリタテハ
コミスジ
アオバセセリ ウラナミアカシジミ
オオムラサキ キチョウ
ゴマダラチョウ スミナガシ
テングチョウ ミスジチョウ
ミズイロオナガシジミ
カラスアゲハ オナガアゲハ
クロアゲハ キマダラセセリ
ナミアゲハ
モンキアゲハ
アカシジミ
アオスジアゲハ オオチャバネセセリ
クロヒカゲ ムラサキシジミ
コチャバネセセリ
サトキマダラヒカゲ
ヒカゲチョウ

常
緑
広
葉
樹
林

落
葉
広
葉
樹
林

生息環境 出現種

草
地

春 夏 秋 春
ﾁｮｳ ｾｾﾘﾁｮｳ ﾀﾞｲﾐｮｳｾｾﾘ ○

ｱｹﾞﾊﾁｮｳ ｼﾞｬｺｳｱｹﾞﾊ ○
ｱｵｽｼﾞｱｹﾞﾊ ○
ﾓﾝｷｱｹﾞﾊ ○ ○
ｵﾅｶﾞｱｹﾞﾊ ○
ｸﾛｱｹﾞﾊ ○

ｼﾛﾁｮｳ ｷﾀｷﾁｮｳ ○ ○
ﾀﾃﾊﾁｮｳ ｺﾐｽｼﾞ ○ ○
ｼﾞｬﾉﾒﾁｮｳ ｸﾛﾋｶｹﾞ ○ ○ ○

ｺｼﾞｬﾉﾒ ○ ○
ｻﾄｷﾏﾀﾞﾗﾋｶｹﾞ ○

4種8種1種 4種5科 11種

環境省
ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ

兵庫県
ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ

神戸版
ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀ
ﾞ

0種 0種 0種
8種

H23科名区分 種名 H24

チョウの正式
名です 

確認できた時期
に○をつけてい
ます 

貴重種（いわゆるﾚｯﾄﾞ
ﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ掲載種）に該
当すれ種に○をつけて
います 

主な生息環境
で色分けして
います 
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４.調査結果（全体）                           

植物 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
哺乳類 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
蝶類 
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頻出植物 
 

種 確認箇所数 
コナラ 31 
ネザサ 30 
ベニシダ 25 
ミツバアケビ 23 
ヤマザクラ 21 
サルトリイバラ 20 
ヒサカキ 19 
ツタ 19 
イヌツゲ 18 
ハリエンジュ（ニセアカシア） 17 
ネズミモチ 17 
ヤイトバナ 17 
コチヂミザサ 17 

       注）調査箇所数 38箇所 

 
頻出哺乳類 

種 確認箇所数 
イノシシ 34 
モグラ属の一種（モグラ含む） 29 
ノウサギ 25 
リス科の一種 15 

       注）調査箇所数 37箇所 

 
頻出蝶類 

種 確認箇所数 主な生息環境 

  常緑広
葉樹林 

落葉広
葉樹林 

草地 

サトキマダラヒカゲ 25 ○   
コジャノメ 22   ○ 
コミスジ 20  ○ ○ 
クロアゲハ 19 ○ ○  
ヒメウラナミジャノメ 18   ○ 
ヒカゲチョウ 17 ○   
アオスジアゲハ 16 ○   
キタキチョウ 15    
モンキアゲハ 14 ○ ○  
クロヒカゲ 12 ○   
注）調査箇所数 38箇所 

 




